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最
近
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近
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さ
れ
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古
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司
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叫
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当
て
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、
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仇
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の
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コ
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i
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間
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光
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夫
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述
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た
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、
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収
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安
長
ず
る
乙
と
ど
決
め
ー
に
「
し
か
し
伝
務
大

ph人
台
油
化
は
ー
は
匹
円
相
、
緒
上
刀
剣
捻
坦
つ
の
意
児
に
延
之
、
検
事
総
長
に
対
ず
る
伝

再
逮
劫
な
阻
比
、
九
リ
主

ーやい川
d
R
界
と
官
庁
の
仁
人
が
有
罪
と
な
コ
た
だ
け
で
一
段
落
、
J

そ
れ
（
J

速
の
ぷ
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事
で
汀
民
党
ば
窮
？
地
に
追
い
込
ま
れ
、
以
降
姿
勢
士
山
札
一
；
乙
い
っ
厳
引
1
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い
を
総
り
庄
工
2

三
乙
に
な
る
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た
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政
J

恒
愉
法
は
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冗
が
も
す
＼
打
ち
凶
1
7卦
J

河
川
と
な
り
、
そ
の
後
町
一
濯
な
ヨ
公
約
に
は
戸
、
の
一
t
交
が
必
ず
こ
い
つ
て
い
い
ほ
ど
八
日
ま
れ

た
n

し
か
L
、
宇
一
れ

J
2
ぺ
体
的
は
政
治
改
本
に
札
叫
ん
す
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Q
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と
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ほ
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か
つ
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。
巡
挙
返
上
町
市
、
政
治
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金
を
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制

γ
る
法
伊
に

表
乃
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修
r
L
は
凶
え
ら
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ー
～
が
、
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一
民
党
は
小
選
挙
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刻
一
三
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入
を
〈
マ
い
わ
）
札
以
上
下
的
、
仏
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挙
制
位
改
革
z
七
人
づ
い
主
な
い
な
い
h
J

本
拭
心
的
な
改
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に
は
志
じ
ら
れ
な
い

2
し
、
旧
ム
uに
の
要
求
や
臼
m
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を
扱
L
r
c

し
か
し
、
七
ひ
年
代
中
明
、
田
巾
角
栄
と
そ
の
周
辺
か
ら
記
～
っ
た
一
述
の
汚
域
事
件
で
泳
、
れ
が
必
っ

パ
正
h
、
日
吋
ユ

l
ド
平

件
が
発
党
し
た
の
で
あ
る
F

外
国
心
人
子
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業
む
収
2

、
自
足
党
政
出
家
と
討
課
、

さ
ら
に
心
百
九
で
収
、
治
号
令
む
、

大
物
れ
い
り
忠
I
M
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J
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ラ
た
児
－
宇
一
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と
心
癒
l
七
日
ぃ
J
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す
る
こ
と
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、

ワ
ヅ
キ

1
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事
件
は
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主
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制
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か
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揺
る
が
し
た
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で
の
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か
な
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校
茶
事
件
と
包
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収
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な
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ど
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か
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に
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防
庁
咋
2
白
川
え
え
を
芥
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な
く
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押
し
、
白
J
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ν
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報
円
以
必
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す
る
な
か
副
稔
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政
椎
名
以
一
郎
を
ん
じ
む
党
の
有
力
主
は
「
一
本
降
ろ
し
に
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走
し
ん
一
し

一
本
武
夫
監
相
は
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中
途
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に
い
円

hz令
指
揮
陵
町
ハ
ん
耐
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を
和
否
v

、
…
い
ん
川
、
ニ
流
の
認
一
引
J
Z
H
つ
わ
の
で
あ
る

日
早
担
訴
か
、
h
同
庁
月
、
七
三
牛
二
片
山
拡
山
山
挙
E
自
民
日
正

が
惨
敗
〕
た
出
品
民
、

一
氏
け
〆
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u
刊
の
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明
か
ら
迫
し
い
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さ
れ
る

一一人
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は
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昨
ず
る
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に

つ
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宣
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〈
な
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改
～
よ
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技
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げ
さ
小
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て
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っ
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と
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あ
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。
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治
資
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よ
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に
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／
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治
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，
出
家
の
大
円
ぐ
し
て
は
巾
門
松
浪
広
が
二
万
h
ザ
株
、
円
下
か
け
・

投
辺
，
奈
川
七
注

I

P

－
－
、
l

！、令

つ
が
一
ハ
JFmM惜

円
僚
に
は
高
石
じ
’
閉
山
文
部
次
円
・
ム
山
路
孝
労
働
次
門
、

民
閣
で
は
N
T
Y
の
古
対
日
総
会
ド
h

・
長
谷
川
寿
町
ゆ
絞
締
役
り
一
、
｛
（
じ
人
前
後
に

採
っ
た
。

九
八
九
平
二
月
一
一
日
、
り
ク
ル

T
心
江
誠
会
長
、

N
T
T
心
長
際
会
長
／
｝
半
、
の
日
制
＋
ヰ
ら
か
辺
誠
さ
れ
に
後
、

「て

'・ ,, 
／、

日
加
蕊
労
働
次
店
、
は
月
ヘ
日
有
J

文
部
次
店
が
そ
れ
マ
れ
階
以
賄
C
法
治
さ
れ
に
。
竹
、
な
は
一
申
心
責
任
命
｝
取
り
f
N初
辞
汗
を

内叫ん昨
1

しうに
U

ど
か
、
段
、
、
川
家
ぽ
白
民
h
h
の
政
波
芳
一
月
一
議
員
、

ハ
ザ
パ
昨
引
先
の
池
田
克
山
出
議
員
が
ム
F
U
U
A
起
訴
さ
れ
ド
だ
け
で
、

巾
曽
根
や
竹
ト

U本に：Lieιる政党ck；肯とお敗防止

を
は
じ
め
大
物
設
的
抵
は
つ
い
に
汎
げ
切
っ
た

九円ノ
f
代
の
政
界
最
大
む
宅
件
は
汁
F
派
む
分
裂
、
ー
竹
h
i
派
ぶ
似

CIM帝
切
L
P
コー「りっすす

で
れ
は
九
二
h

の
白
t
人
J

比
一
民
支
配

の
終
わ
、

nfド
t
入
住
【
J

行
政
権
の
成
！
リ
、

政
界
再
編
へ
の

M
r
m開
い
た
ν

そ
の
に
斗
長
に
は
九
店
京
l
u
u
地
検
特
捜
部
が
い
制
発
し
た
向
y

：収

人
（
り
川
町
別
背
仔
事
件
J

阿
ば
れ
る
休
川
急
便
事
件
が
汁
下
派
を
肯
純
一
干
し
に
こ
と
が
あ
る
。
竹
ド
派
の
会
長
金
丸
信
が
佐
川
急
便
事
れ
ん
J

、
り
斗
億
円
の
裏
金
を
受
け
取
つ
に
と
い
う
こ
T

／
～
が
一
八
月
一
二
円
付
け
ー
羽

2L…剥問日

り
て
あ
る
n

金
丸
ば

υヨ
従
事
実

、
自
民
先
副
総
裁
戟
な
訂
作
、
ζ
～が

九
月
二
川
一
ヨ
全
九
が
政
治
九
月
九
計
年
明
広
川
比
一
途
以
で
時
点
起
訴
手
れ
、
訴
訟
わ
ず
か

し
い
つ
よ
人
ん
政
y

一
旧
活
動
一
…
聞
の
意
思
JE曲
げ
な
か
ノ
た
〈
主
力
、
も

f〕
片

同
ヨ
議
UH
主
計

円
と
い
う
悩
円
い
が
流
れ
る
と
間
前
は
憤
慨
し

職
帆
戸
、
ざ
る
J
V
1

待
な
か
ヮ
た
3

ま
だ
九
一
一
司
一
月
ハ
U
会
九
が
一
八
億
官
一
江
一
刊
の
所
仔
隠
ー
区
街
…

mm桔
将
校
と
述
摘
さ
れ
た
J

、
」
の
出

r ;1 
ノゴ
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査
を
通
し
て
十
九
J
企
業
建
設
会
社
に
k
る
中
央
及
び
地
方
↓
一
円
、
一
界
へ
の
述
涜
砿
会
事
件
が
紋
け
て
明
る
み
に
出
た
の

政
治
山
相
次
の
原
図
と
情
μ
一江

ヨ
半
に
お
け
る
政
治
腐
敗
の
以
肉
と
構
造
を
刑
正
解
す
る
い
と
に
お
い
亡
、
主
い
ん
な
の
は
い
わ
ゆ
る

「
戦
／
い
ほ
型
政
治
」

乙
呼
ば
れ
る
利

益
政

Frで
あ
る
と
い

支
配
層
、
恥
復
百
的
以
枠
組
L

の
副
島
］
…
で
あ
る

ヨ
ム
に
お
け
る

「m削
除
剤
政
治
」

t
い
つ
の
は

よ
ら
ず
、
余
支
の
成
長
キ
仰
に
込

T
Q川
町
消
成
長
政
比
一
こ
い
七
心
付
果
増
大
、
こ
～
告
は
す
い
れ
情
盤
！
く
す
る
利
げ
仏
政
治
を

jfm
く
す
る
副
1

〆
い
政
治

の
こ
と
一
r
ど
め
る
。

コ
牛
小
レ
り
、

民
間
大

f
企
業
心
労
働
有
ひ
企
業
中
心
の
引
会
に
新
守
山
中
ま
れ
る
h

」

ζ

に
r
A

っ
て
、

一
一
刀
艇
組
合
に
は
人
前

一
九
ハ
0
年
代
、

業
主
義
の
噺
J
川
和
川
生
ま
れ
、

政
治
刀
流
れ
は
が
d

と
革
新
が
一
一

Kγ
る
方
向
ヘ
〆
｝
展
開
刈
件
、
す
、

伝
マ
成
立
似
叫
が

川目、日目
ψ
（
M
L
J也
八
刀
山
引
説
？
ν

、

続
レ
一
人
。
干
の
よ
う
な
流
れ
の
は
か
J
I

－
－
企
業
内
。
合
葉
町
に
日
本
咋
ン
ス
フ
ム
を
は
り
め
く
ら
し
と
財
界
パ
と
、
利
掠
政
治
人
乞
比
品
位

に
一
党
支
配
の
も
と

ニヨー子
V
ら
む

7
F
t
p
 

対
派
が
玖
・
宮
令
討
の

「
鉄
心
：
ア
イ
ア
ン

グ
｝ン

ーピ｛
LL市さルい一

の
で
？
の
る
F

そ
れ
ど
具
、
科
的
に
見
れ
ば

一
元
優
伎
シ
ス
テ
ム
の
h
i

、
｛
い
い
え
ん
品
が
長
期
政
権
主
総
持
寸
ノ
ヲ
｝

と
に
よ
っ
て
言
徐
制
は
’
h
民
党
の
政
策
乞
需
に
と
分
の
も
の
と
仁
一
て
ほ
ほ
／
わ
す
る
、
一
と
が
山
市
木
τ
た
そ
の
結
用
水
、
許
認
可
や
補
助
合
立
ど

が
い
会
に
対
ず
る
利
川
配
分
装
同
が
白
山
人
〆
見
（
り
党
利
党
時
町
一
り
観
点
hd
ワ
編
成
主
れ
、

党
勢
拡
i
人
心
道
共
と
た
う
た
ハ
は
平
一
党
心
政
治
家
げ
hd

省
！
？
の
専
門
分
万
内
ハ
y
d
rレ
「
る
？
と
い
－

2
7字
、
守
門
家
？
と
以
り
、
各
九
刀
引
で
利
権
心
強
国
土
担
ψ
」
「
る
こ
と
に
な
っ
す
九
r

門
戸
わ
い
が
い
わ

ゆ
る
拡
工
抗
日
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
マ
1
7

さ
あ
る
c
J
4－m
可
に
よ
ノ
て
競
争
を
丸
山
れ
一
女
性
で
、
？
と
業
界
、
公
犬
山
系
し
γ
九
ス
注
E
き
た
業

採
な
し
＼
そ
っ
い
λ
ー
行
政
川
汁
ノ
ー
ビ
ス
ロ
受
r
や
す
ー
は
、
自
民
党
の
支
持
組
織
と
三
ー
に
政
治
資
金
の
抗
供
や
由
民
挙
運
助
の
支
授
を
〕
、
同
時

に
世
将
官
！
J

け
か
ら
の
天
、
よ
り
を
受
け
入
れ
、

政
口
肘
の
迎
行
を
「
γ
心
し
一
す
る
利
仏
政
治
、
ン
ス
一
フ
ム
が
形
戎
手
れ
止
の
で
あ
る
J

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ .336) 9説• :::OOc. 11 



池
川
片
一
階
、
次
心
佐
藤
竹
限
、
を
じ
て
そ
の
f
h
札の’
h
民
党
政
桧
は
ど
れ
も
が
策
法
改
U
L

や
p
パ
安
1

止
法
C
制
ど
や
1
4
一一
ι
l
Fか
ら
政
治
乍

出
ー
し
て
れ
ち
山
川
す
の
ぞ
避
け
、

一
昨
待
相
増
政
第
ど
は
日
ν
め
社
会
開
花
政
策
、

－

1
A
小
列
山
内
改
造
政
策
必
ど
H

N

凡
ら
れ
る
経
済
・
い
れ
ム
川
政

徒
庁
心
路
絞
を
批
mH机
的
同
と
っ
て
き
～
：
そ
れ
を
可
能
に

u
h」
の
は
高
度
託
済
一
向
討
に
よ
る
制
沢
、
伝
説
の
内
然
噌
収
だ
っ
た
す
し
か
し
、

七
ハ
）
午
代
の
オ
イ
ル
・
ン
ー
ノ
ク
に
ぶ
つ
亡
日
没
主
治
成
長
が
総
去
を
告
げ
る

r
同
時
に
れ
成
三
期
に
突
へ
し
、
歳
入
乙
歳
出
の
他
山
一

的
な
キ
ヤ

y
ブ
UJ
顕
在
化

γ7
一一
山

H
J
N
fや
か
一

υムJ
n

トフ、

自
民
引
は
財
政
と
品
権
阪
を
政
附
が
学
桝

F
，Q
川
川
崎
同
格
的
政
F

一
信
制
友
の
下
、

鴻
助
会
ζ

い
う
M
4
置
に
よ
一
っ
て
長
期
政
誌
を
維
持
ー
v
J
I
4
L
h
八の

そ
つ
し
た
長
期
政
休
刊
の
維
持
が
政
党
政
治
、
認
会
政
治
レ
ベ
ル
で
溺
敗
を
助
長
す
る
要
ほ
に
z叫
つ
ん
｝
ど
い
え
る
。
つ
ま
り
、
編
敗
を

功
長

γッ
G
z
w
六
の
政
ム
川
氏
要
因
は
利
将
校
出
を
て

一
光
I
r九
州
此
片
中
山
叩

で
お
3

に
の
で
あ
る
U

一
党
支
配
は
与
党
の

ヨ
定
化
と
野
%
の

つ
の
判
官
京
に
分
解
ゲ
ミ
と
る
。
弟
、
政
、
川
家
九
七
校
〈
J

と

L
て
行
政
機
当
が
も
っ
て
J

る
列
権

一Y化
t

と

に
内
川
仙
心
的

ιア
ブ
口

l
tア
し
た
レ
と
巴
一
つ
人
や
仏
作
業
に
と
っ
て

P
M
J
A

誕
の
持
続
は
祁
九
は
が
レ
ト
い
司
）
政
治
家
・
夜
九
%
ヘ
の
紋
金

U本に：Lieιる政党ck；肯とお敗防止

を
一
悼
の
政
資
だ
と
出
か
え
ば

で
丸
山
る
h
j

吟
、
投
資
の
件
い
や
Jm唖
勺
位
で
な
お
か
つ
失
敗
心
危
険
が
少
な
い
乙
も
し

h
J
党
が
常
に
同
門

政
権
ー
父
代
パ
か
提
出
晴
子
h
K
u
n
－
J
党
、
山
i

父
代
寸
る
以
ら
ば
、

パ
イ
プ
を
泌
す
へ
き

m
fが
倍
加

L
、
長
資
の
効
率
ば
低
い
し
す
る
コ

一
党
l
r
h
配

い
う
嵐
山
町
で
、
腐
門
出
ピ
利
将
迫
求
心
ム
叶
店
内
的
な
手
段
に
す
る
の
に
助
し
と
き
に
と
い
え
る

んJ
党
の
政
治
家
（
U
J
場
、
川
：
り
見
れ
付
、
反
刻
聞
に
J

党
の
地
い
川
工
ぞ
維
持
j
る
ミ

2
に
ょ
っ
と
、
政
策
の
r
v
h
q
y、
実
潟
辺
住
J

ピ
敦
知
心
、

ふ
の
過
程
に
影
響
を
吃
ほ
し
や
す
く
ん
弘
る
と
い
う
刊
内
、
が
よ
き
た
土
J

芯
子
乞
も
コ
v

宍
、
つ
に
白
分
に
ち
が
、
店
い
よ
米
ま
で
J

党
の
一
川
、

に
と
い
号
1
v
測
引
J
V
つ
の
で
、

I
I
党
の
政
治
家
の
行
助
目
I
八
き
な
影
響
I
んか之
J
b
コ
U

つ
d
り、

ぺ
一
一
ラ
ン
こ
な
り
、
幹
部
荻
議
口
」

や
ト
ヘ
巨
と
、
）
て
多
桜
な
利
、
九
ぱ
U
T

得
る
こ
と
が
て
き
れ
ば
、
サ
わ
い
頃
か
ら
政
治
の
た
め
に
投
下
し
ん
国

uh切
↓
い
あ
る
か
ら
v

一そ、

政
治
忍
は
当
混
同
一
数
が
ま
だ
浅
い
時
期
に
も
帯
、
ト
八
な
資
会
を
注
ぎ
込
ん
で
、

奈
川
豆
一
に
勝
仁
、
ぺ
と
す
る
で
あ
ろ
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う
っ
そ
ん
な
段
目
家
の
ツ
イ

y
λ
タ
イ
ル
が
ん
J
梧
政
治
日
基
盤
一
を
l
i
え
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
ん
a
い

第
一
、
ヨ
本
て
は
野
党
第
党
（
け
絞
補
者
が
全
同
勺
官
一
し
一
乙
も
過
半
伎
に
は
大
き
く
及
ば
ず
、
政
権
交
代
は
起
、
り
た
い
わ
一
ま
た
、
刃

党
問
に
投
ム
n
政
権
（
リ
ム
円
意
が
お
る
の
で
も
必
い
｝

ご
m
l

い

（
り
卜
で
は
、
作
械
や
政
出
府
敗
T
／
一
悶
伸
一
す
る
制
々
の
政
治
家
に
と
っ

て
は
、

選
手
力
4
hけ
を
か
け
た
版
、
）
い
審
判
の
場
p

な
る
が
、

J
J
M
会
体
L

と
「
て
は
、

腐
敗
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ー
が
い
チ
即
什
で
政
比
仰
の
雌

か
ら
拝
、
ノ
山
山
さ
れ
る
尚
険
院
は
ほ
と
ん

J
Kい

多
く
の
同

r
w川
敗
に
つ
レ
て
の
究
駆
的
な
責
任
の
辺
誌
は
政
権
交
代
と
い

公〉

,oo 
、

E
本
と
は
野
克
の
「
ド
一
ん
に
」
片
山
。
っ
て
さ
？
）
た
追
及
の
作
凶
1hlv

僚
か
な
い
ハ
政
権
党
の
煽
敗
に
つ
い
て
の
国
民
心
情
慨
は
野

党
へ
の
之
山
行
に
よ
衣
わ
れ
る
h

了
ニ
も
あ
る
が
、

シ
一
シ
ベ
ム
に
転
化
計
’
る
。

府
判
［
凡
が
政
権
父
代
＼
の
民
J
↓
を
不
へ
に
な
い
状
況
で
は
、

臼
民
心
慣
訟
は
行
き
場
が
仕
く
、

勿
論
、
政
市
制
取
と
い
h

つ
心
は
一
十
八
さ
い
政
府
』
、
の
民
主
壬
議
に
と
二
f
L

一
人
交
な
は
叩
リ
阪
で
忘
り
、
民
↓
丁
義
一
五
日
死
い
で
も
ふ
川
々
h
ん
や

ず
る
も
の
で
あ
る
し

2
いはしい司、ノても、

は
本
の
政
治
腐
敗
、
ん
ど
の
凶
家
に
も
存
柱
、
す
る
も
の
と
お
対
化
す
る
わ
け
に
以
上
い
q

か
ヨ
レ
乙
な

ぜ
な
ら
、
似
の
以
下
、
「
表
直
衣
の
事
例
に
比
し
、

川
和
の
ば
治
山
判
敗
を
よ
り
深
刻
に

L
て
い
る
一
試
策
】
の
パ
有
国
以
炉
心
持
λ
q
J

る
ん
一
止
で
あ

点
以
｝
の
安
凶
と
は
中
央
執
権
的
立
政
策
決
ど
の
こ
1
〈
常
い
う

つ
ま
り
、
公
共
投
資
や
施
設
整
慌
に
出
寸
る
計
画
が
す
へ
て
中
九

日
け
の
密
｛
己
一
心
作
で
行
わ
れ
、
江
刊
誌
公
悶
や
計
悩
策
定
へ
の
住
ロ
マ
一
苓
切
り
ム
ハ
地
が
始
ん
と
存
刊
し
な
い

2
い
ス
ノ
こ
と
で
お
る
つ
中
小
八
一
目

庁
に
す
べ
v
L

心
情
報
ー
千
円
川
泥
が
J

宋
叶
げ
す
る
な
ら
、

公日ハ
M
1
1
H
に
関
連
L
C刊
日
批
乞
科
に
い
業
者
が
ち
じ
1
／
心
科
別
な
関
係
J
V
C

追
求
し
て

’
折
本
で
士
官
「
引
引
っ
主
行
お
〉
、
と
す
る
の
J
V
一
↓
然
の
こ
γ
と
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
h
J
1
7覚
り
国
会
設
一
い
は
大
い
ま
た
は
政
、
初
、
孔
r
円
と
L
F
L
省

庁
主
戸
出
社
幹
村
守
し
た
り
、
「
校
議
員
と
な
っ
て
ュ
の
省

h
と
関
連
す
る
デ
弘
一
芝
、
法
律
の
審
議
に
一
斉
大
な
彰
響
力
主
汗
使
で
き
る
z
に
め
、

古
川
、
二
の
ね
別
な
コ
大
を
近
ボ
ゲ
J

ム
V

業
者
ゃ
同
体
に
と
っ
て
逆
効
の
時
好
の
棋
的
こ
な
r目
。
そ
1

／
て
、
政
治
家
は
会
と
間
引
を
提
供
3

ょに
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i

、iν
ょ、、

ノ《、ふ
2
γ
才
円
刊

ど
ん
な
斜
九
も
川
引
き
受
け
る
習
性
が
あ
る

い
う
し
て
地
域
防
売
や
地
方
の
校
〆
岬
活
動
、

ま
よ
J

ば
交
活
基
盤
む
乎
情
ほ
ど
、

具
体
的
ぷ
内
容
ま
で
「
ベ
亡
中
央
宵
ド
一
て
策
定
す
る
と
い
う
土
壊
が
あ
る
限
り
、
同
九
百
一
読
同
一
が
業
者
の
た
め
に
弁
屯
す
る
の
も
引
方
が

λ
l

ぉ、今一
、Jl
vつ
ま
り
、
巨
大
な
子
貨
店
許
認
可
権
限
主
も
つ
均
史
省
庁
ヘ
の
按
触
を
独
占
的
に
蛍
即
ャ
ー
る
と
こ
ろ
に
片
J

光
政
治
J

永
の
右
主
t

併
設
が

あ
る
と

1
つ
の
UJ
羽
突
で
あ
る

民
聞
の
個
人
や
川
体
が
可
J

央
省
L
リ
に
卒
、

γ
人
れ
Jbv；
〆
て
も
減
交
に

U
対
L
J
L
J
U

り
え
な
い
が
、
お
J
H
U見

の
有
力
也
政
治
家
は
告
？
パ
リ
の
一
扉
一
を
悶
〈
以
日
肢
の
徒
に
な
る
。
三
い
松
い
え
れ
ば
、
中
心
ぱ
省
庁
に
莫
十
、
ヨ
利
F

付
心
淑
円
引
が
存
ム
存
ず
る
以
卜
、

h
J
hん
政
治
家
は
そ
の
利
権
に
少

L
で
も
捻
近

L
た
い
ん
い
業
や
団
外
に
と
っ
て
利
日
叫
即
日
怖
が
あ
る
と
い
う
、
」
こ
に
な
る
。
二
三
に
仇
の
民

主
主
義
Y

止
家
こ
沈
ぺ
腐
敗
2
1
M
泊
殖
一
G
J

る
理
由
JJ
あ
る
口

四

政
党
政
治
と
腐
敗
防
止

U本に：Lieιる政党ck；肯とお敗防止

l 

以
治
改
本
し
〈
市
川
ム
い
女
主
規
ー
止
法

と
え

は
Ul<J<、it・'?iお＇..31 239i 983 c初出

L二
i ' 
弓~、

日
本
℃
は
利
日
州
政
治
と
は
一
，
出
版
故
主
切
断
す
る
す
す
め
の
勤
き
は
皆
川
だ
っ
て
む
か
つ
必
ず
し
も
午
う
で
は
な
い
コ

日
本
で
政
治
と
告
の
向
市
川
引
を
規
制
し

に
は
一
丸
田
八
九
州
に
成

υー
し
た
段
、
円
資
金
規
止
は
が
忘
る
J

ユ
も
メ
も
け
一
、
一
出
資
金
川
崎
L
」「

は
仙
川
八
校
の
政
党
の
球
斗
打
楽
散
が
繰
り
返
さ
れ
る
牛
て
腐
敗
防
H
J吉
川
け
的
に
れ
れ
ら
れ
ふ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
て
（
U
内
芥
ハ
U
小
完
へ
＋
な
も

の
で
あ
っ
た
J

そ
の
よ
仏
作
の
量
出
は
政
治
資
金
規
制
ァ
て
り
も
の
よ
り
、
そ
の
収
支
の
公
悶
に
円
か
れ
、
，
れ
5
f
さ
れ
七
政
出
資
金
の
収
I

～

古
川
時
送
了
ぱ
ど
で
同
氏
、
引
判
悶
ず
る
と
し
う
も
の
で
あ
っ
た
戸
よ
ね
s
u
さ
え
す
れ
ば
と
ニ
J

い
λ

ふ
え
に
政
治
資
令
を
札
午
、
め
て
も
問
題
に
d

ら

ず
、
政
y

倍
以
人
立
は
際
阪
の
な
い
状
態
に
置
か
れ
、

政
治
、
と
合
の
つ
な
が
り
を
前
核
判
制
ず
る
一
一
と
は
不
川
司
区
だ
っ
た
c

さ
、
つ
に
、

資
金
町
一
J

，
拭
え
隈
一
円
J
f
提
出
1

v

た
の
は
政
治
凶
休
心
斗
割
に
及
、
は
ず
、
た
と
え
提
出
ヤ
ノ
た
と
1

ぷ
ト
色
、
国
日

の
政
治
政
治



同
払
い
の
仔
首
に
ま
か
山
ー
ら
に
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
内
容
は
完
〈
ー
に
阪
出
lmz
も
の
に
過
ぎ
な
か
f

h

～J
川川に

政
治
資
公
れ
い
り
蛇
洪
者
心
件

一
州
、
氏
名
公
明
か
す
義
務
が
な
い
と
い
う
名
同
で
報

R
行
為

tιが
れ
わ
れ
た

f
め、

最
も
正
出
を
白
か
れ
介
政
治
安
主
公
悶
り
床
則
fJ

ら
折
る
が
さ
れ
た
の
－

札
主
伶
王
ず
る
た
め

九
六
一
斗
第
次
泌
挙
制
茂
容
設
会
の
符
町
、
か
っ
ハ
七
午
の
第
十
円
次
弘
円
咋
に
ぶ
上
る
ま
で
、
政
令
信
託
金
制

茂
の
抜
ム
附
改
革
を
い
い
が
一
求
「
る
ゲ
リ
町
二
つ
山
山
J
U
枕
け
り
れ
た
に
も
hJ
か
？
っ
ず
、

政
F

出
資
金
出
品
正
法

そ
れ
ら
は
派
続
さ
れ
た
c
z
y
J
C
λ

、

が
国
公
立
審
議
さ
れ
て
も
、
内
零
の
重
一
中
九
九
仙
波
心
の
I
T

ハ
ー
が
政
均
除
か
れ
、
て
れ
で
さ
え
数
次
に
れ
た
る
審
議
の
巾
で
廃
克
ζ

司
っ
て

ーν
ま
う
状
況
と
あ
っ
た
そ
し
し

h
〕

f
v
f民
同
裁
が
八
幡
製
鉄
政
治
献
全
訴
訟
判
沈
と
、

以
ト
八
の
山
冠
t
な
っ
た
企
業
の
政
治
飲

金
に
つ
い
と
合
法
判
渋
」
／
一

τ
L
て
以
降
、
政
治
資
九
規
止
法
の
改
止
小
九
川
窓
口
で
論
議
さ
れ
る
ご
／
）
は
ほ
乙
ん
子
乙
h

っ
て
い
い
一
は
ど
な

，
、
な
っ
て
し
ま
ゥ
丈
の
で
あ
る

町、
l

り
か
い
火
陥
L
J

ら
け
の
必
治
資
’
主
出
正
法
の
改
正
刊
に
去
に
川
作
玉
弄
さ
れ
心
人
と
い
う
加
と
ぽ
、
h
｝

c
m
m法
が
段
ム
旧
軍
の
資
金
A
l之、

持
に
H
7
党
？
一
氏
党
に
と

J
C
い
か
に
祁
ム
訂
正
レ
い
も
の
で
あ
っ
た
正
か
を
如
実
に
一
ym
っ
て
い
る
〈
ま
ん
一
そ
れ

m放
問
さ
れ
川
h
け
た
こ
し
C

F
K
ト
J
仇

ペ

グ

f

、、、

日
本
に
す
い
て
、

診
｝

L
て
と
む
聞
に

政
治
と
か
Y
C
民
日
間
引
が
涼
豆
り
、
政
治
の
金
梓
化
人
乞
加
速
き
せ
ス
こ
と
は
汗
め
な
い

疑
惑
と
不
正
に
関
す
る
出
い
蛤
？
と
V
え
ず
日
本
一
ば
、
け
に
つ
き
ま
と
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

政
治
家
の
胤
放
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
臼
民
に
定

ー
包
主
ぜ
る
大
き
な
山
宮
医
同
な
っ
七
、
ζ

い
え
る
む

H
f
川
町
、
政
治
資
金
規
ヰ
民
心
政
？
今
的
、
ぷ
女
T

戸は、

バu
七
斗
片
（
ω
ヨ
ッ
キ
i
h丹
市
弔
刊
を
き
っ
か
け
に
一
木
内
悶
に
よ
っ
て
業
T
さ
れ

る
ま
で
待
た
長
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
政
υぜ
や
政
治
家
ケ
玖
u
社
く
原
山
明
か
そ
の
阿
に
激
従
h

J

た
に
も
か

そ
れ
心
に
人
、
九

る
政
治
資
令
に
閲
す
る
法
律
が
占
領
期
の
一

λ
同
一
八
年
以
来
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
は
鷲
く
し
か
な
い

号
、
円
ノ

ρ

λ
打
山
出
町
で

木
山
口
百
刊
日
小
口
ノ
キ
ヲ
ド
事
手
を
糾
押
す
る
止
論
を
昨
日
M
に
七
ヮ
ピ
法
改
正
は
遅

F
戸
だ
と
は
い
え
、
司
期
的
な
事
件
一
二
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た
っ
た
と
い
え
よ
う
二
木

μ川
は
返
附
す
る
p

川、

二
つ
む
前
半
要
7
d
q
J

民
改
一
ー
を
成
山
古
止
と
と
先
述
し
た
が
、
一
ヘ
内
戦
法
挙
は
と
以
内
旧
公

主
規
ム
リ
い
の
弐
一
」
、

つ
ま
り
法
学
所
動
と
政
治
資
金
の
調
注
を
規
制
ず
る
玄
人
J
？μ
規
の
攻
」
一
は
、
リ
館
以
米
散
大
の
も
の
と
有
制
さ
れ

て
き
た
っ
一
号
店
改
ド
の
ム
下
肢
は
次
の

つ
に
み
う
た
代

一
コ
は
民
ヂ
4
一
動
ー
と
れ
玖
術
宮
内
心
？
？
j

比
ヰ
心
に
交
え
る
こ
と
、
げ
口
二
J

一
つ
は

政
治
資
金
の
流
れ
を
変
え
る
一
、
、
と
で
あ
る
三
け
（
体
的
に
い
点
ば
、

一
部
大
十
求
、
九
万
協
組
含
人
々
ど
l
b
八
反
似
な
刊
日
日
集
団
へ
の
依
存
乞
減

ら
九
個
人
政
令
Jbvy
体
に
す
る
一
」
と
、
ま
た
献
八
三
件
町
、
各
派
閥
か
ら
い
～
へ
と
変
挨
さ
せ
る
こ
と
で
、

の
流
れ
の
方
向
J
U
K

変
え

ヲ
一
こ
を
吉
川
凶
L
た
の
で
あ
っ
た
。

紋
」
雨
守
山
引
の
山
私
的
仕
コ
』
引
が
り
や
岡
山
人
的
信
明
を
パ
ソ
ク
に
事
ぷ
民
に
訴
え
る
従
求

型
の
別
人
以
γJA動
か
ら
瓦
心
政
、
災
や
む
分
を
争
｝
は
と
」
1
J

る
遣
さ
へ
と
転
拡
い
さ
れ
る
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
三
の
で
為
る

）

hrL
、
〕
r
i
年
の
政
F
U

旧
資
金
規
正
法
り
改
↓
け
は

td存一
α
る
欠
陥
に
よ
っ
て
、
新
～
な
万
法
で
、
以
前
よ
h
J
u
d
政
治
資
金
山
！
活
競
争

を
激
化
さ
ゼ
～
ケ
〈

γえ
る
n

改
－
止
法
は
政
治
P

ず
に
部
行
の
い
い
よ
う
に
解
釈
大
切
れ
、
日
出
の
訓
閣
を
政
け
て
い
〈
募
金
活
践
を
民
鳴
し
た
結

果
、
法
改
正
心
木
山
木
の
意
味
ぽ
叩
滑
ら
え
っ
八
什
、
法
そ
の
も
の
が
穴
だ
ら
行
の
法
律
に
変
三
」
レ
っ
心
の
で
あ
る
。

U本に：Lieιる政党ck；肯とお敗防止

持
に
七
エ
h
f
寸
の
改
疋
法
の

？
仏
く
浅
く
と
い
う
型
合
が
ー
一
t
ん
に
迫
っ
た
与
町
へ
と

人
化
砕
き
を
日
航
め

公
獲
州
山
内
と
走
ら
せ
た
の
は
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
い
う
し
か
な
い
へ
改
正
反
が
少
私
心
政
ム
山
資
公
か
一
多
方
一
匹
か
ら
系
出
町
る
三
と
を
中
久
求
L

九
以
治
家
は
吹
け
パ
資
金

拡
大
す
る
に
は

節
制
の
ん
払
い
資
企
業
め
に
奔
走
せ
ざ
る
と
符
な
く
な
っ
と
の
こ
あ

F

」、ノ、

チ
J
「

M

る
、
政
治
同
体
数
（
U
噌
大
、
資
金
絞
め
の
パ

i
H
q
i
の
治
加
、
会
は
制
判
織
の
抵
ん
な
ど

へ
て
政
出
資
金
川
浩
判
刊
の
手
段
に
過
ぎ

ず、

k
l
来
の
政
治
家
と
支
持
者
？
と
の
ア
G
が
り
ぞ
強
化
し
、

コ
ミ
ム
一
一
ウ

i
ン
ョ
ン
立
派
化
き
せ
る
と
い
ぷ
片
的
は
ほ
ぼ
年
松
さ
れ
て

の
坦
〈
子
炉
政
リ
巾
rL本人どヲ
J

て、

き
た
と
レ
つ
亡
渦
一
一
円
で
は
な
い

hhu
／、片山千＼」

て

寸し ス'j
己＂ / 

つ釘
J乙二 σJ 
し

」~、

5〆費
いを了

え納
るiノ、

ア
イ

券

-" ' 

lpγ

矧
入
〕
た
り
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
を
探
し
ま
わ
る
、
政
川
市
首
公
の

つ
主
仇
川

「
以
く
浅
く

政
治
資
ら
の
品
注
卜
々
法
を
多
冗
化
L
復、
d
rし
た
だ
け
ど
『
つ
だ
の
と
2

め
る
J

河
時
に
そ

ー
一
い
、
〉
珂
念
は

Ul<J<、it・'?iお＇..31 2lli 980：初出.nJ



れ
ま
で
政
治
資
品
川
提
供
心
中
核
と
た
っ
日
に
き
た
大
作
業
や
一
円
ト
人
組
織
古
制
限
す
る
ミ
ー
し
に
よ
っ
て
、
政
党
や
政
治
家
の
政
ム
旧
資
ハ
品
川
制
点

の
ル
ー
ト
の
底
辺
を
飛
躍
的
に
拡
よ
さ
山
い
る
結
呆
t
h
b
っ
γ
れ

そ

L
て
政
治
家
制
H

と
っ
と
J
U
D
r
h
y
額
り
政
治
λ

賞
金
主
多
く
米
め
ね
ば
な

〉
A
r
m
h

こ
？
〉

7

し

マ

＆

ル
T

山
不
や
疑
怒
り
あ
る
全
日
見

ν

っ
て
い
る
h
ど
う
か
に
つ
い
て

メ士
川 1
同
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ん
マ
イ
エ
ッ
々
す
る
こ
J
が

、Ibhこ
Z

J
一

イ

1
円
；
え
て

1
7
z
j
h
ソ
ル

i
ト
争
制
け
の
渦
叫
す
ェ
で
大
豆
の
政
，
ぺ
手
mr
リ
ク
ル
ー
ト
註
と
関
連
す
る
ん
寸
な
受
け
取
っ
た
心
は
、

と
い

ち
γ
Uげ

ρ

v

u
、、

d

7
／

／

J
J
 

政
白
色
氷
の
時
節
制
人
々
政
ム
山
bHFよ
れ
対
め
の
長
休
日
’
ラ
i

か
び
卜
が
っ
た
B

の

一
九
八
口
年
代
末
の
J
ク
ル
、
卜
事
件
以
降
、

政
治
乙
令
を
め
〈
る
絹
敗
が
世
論
の
非
難
を
う
円
、

政
治
r山
此
九
般
を
泊
四
釘
に
入
札

た
政
治
改
革
；
h
J
政
治
の
弘
山
と
な
っ
た
υ

政
治
改
革
に
お
い
し
、

政
治
資
会
問
rdy
一
選
悲
ア
制
反
問
視
と
が
と
y
卜

一
一
つ
を
一
挙
に
十
併
比
え
る
／
に
う
一
段
本
的
1

政
治
改
革
路
線
に
全
体

て
h

っ
～
～
口
》
」
？
〕
ず
に

つ
を

k
y
f
c
取
り
占
的

げ
～
こ
〆
で
｝
そ
、
こ
の
改
革
日
独
特
注
こ
こ
ろ
で
丸
つ

F
1
r
な
わ
ら
、
白
民
光
以
外
の
そ
な

政
治
宮
内
向
と
し
、
段
、
パ
資
金
制
度
ん
ら
茂
市
古
川
町
、
九
、

そ
れ
に
対
し
て
円
以
先
日
以
治
協
料
開
川
径
を
首
へ
の
通
常
比
九J
以
内
廷
で
あ
る

1r

主
張
し
て
川
度
の
抜
本
的
な
改
ー
止
に
抵
抗
［
つ
つ
、
時
々
濯
挙
制
度
の
改
革
、
支
店
均
に
は
小
選
手
ぇ
一
川
心
惇
人
J

を
げ
K
4
L
9
司
令
、
し
C

い
っ
た
畑
撃
ち
川
公
民
ぷ
続
い
て
き
た
お
市
人
的

三
七
か
と
い
え
ば
、
民
挙
制
度
に
民
［
て
は
小
選
、
1
Uれ
制
の
枠
防
い
で
む
よ
品
川

是
正
と
欣
治
資
金
制
反
に
民
ず
る
徽
胡
整
の
糾
り
返

L
ど
っ
た
〔

状
本
的

政
治
改
革
路
線
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
最
初
に
明
憾
に
杭

一4
3れ
I
f

の
は
、7こ

日立 ク
i:' ＇レ
~~： I 
J、よ
;11°1 i'I 
G) 
〉川

ぃ~~
{o lゴシ
ei玉
川い

れ
サ？

九
八
九
仏

h
け
に
日
見
〆
凡
口
一
政
治
改
戒
を
は
九
日

委
］
片
誌
は
後
h

朕
匝
十

*・ii :q 

」
の
政
治
改
革
構
想
目
非
自
民
連
yv
政
梓
ト
の
九
凡
凶
ん
け
一
日
付
に
成

yν
十一

に
t

わ
っ
て
支
現

「
政
治
改
市
関
連
同
法
案
」

ず
る
c

同
法
と
は
、
公
戦
選
挙
法
、
政
治
安
人
↑
り
規
王
法
の
U
A
－
上
、
来
議
民
議
一
貝
決
挙
区
保
定
率
議
長
4
江
戸
決
L
Y

政
バ
助
成
法
の
制
定
乞

、
品
、
3

、

t
h

寸ノう

ー
一

i

可

そ
の
戸
山
は
衆
誌
院
選
恭
尚
一
戸
崎
を
小
選
vハ
ョ
ド
ー
け
ん
例
代
長
正
げ
判
例
ト
ド
変
え
る
公
選
法
成
正
で
あ
る
ハ
政
治
改
羊
悶
法
は
、
こ
れ



も
政
ム
川
腐
敗
を
な
く
い
ヲ
と
い
う
名
円
の
も
と
ぺ
け
ら
れ
た
が
、
法
挙
以
］
制
、
り
改
一
編
令
中
退
挙
U
位
制
か
一
紗
絞
寸
る
山
肌
h
巡
挙
に
〈
汚
か
か
か
っ

-r 
」

の
根
を
引
き
抜
く
こ

E
は
で
き
な
い
と
い
－

1
り
が
故
人
べ
の
根
拠
だ
う
た
っ

J

、み〆、

f

、一山ハ
μ

、i

－
円
接
的
な
腐
敗
防

H
の
枠
組
み
は
公
職
選
伊
は
と
政
治
資
金
星
い
必
の
改
三
九
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
こ
と
で
は
、

政
活
資

仏
単
正
法
の
孜
～
よ
と
悶
述
ャ
1
2守d
則
、
を
一
調
べ
て
み
よ
う
山
ψ

改
半
前
に
は
「
政
一
見
及
び
政
治
虫
〈
司
令
団
体
ヘ
政
一
見

Alh山J
k
h
r
む〕」

b
f

政
党
、

政
出
資
会
川
体
以
外
の
政
信
団
体
」
か
り
肖
付
手
れ
た
の
乞
公
開

ν
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
人
盗
事
炉
、
町
い
え
が
一

n
N
U卜、

後
者
が
（
い
い
一
一
い
万
判
以
上
だ
っ
た
の
を
、
日
ハ
に

4
訂
判
以
ー
に
改
正
し
た
っ
品
川
山
政
治
資
金
パ
ー
フ
ィ
ー
券
の
防
人
の
公
開
幕
何
十
以

献
の

cnJHv刊
門
川
上
か
い
つ

〈1
業
や
労
協
調
台
与
一
つ
の
凶
科
か
ら
政
治
託
制
人

汀
斗
J

ユ
卜
＼
乙
下
町
立
ー
と
り

｛
一
ノ
｝

j
v
t
J
t
1
1
一

管
4
ハ
庇
体
へ
の
従
吋
は
川
以
前
心
人
司
同
一
台
ハ
ノ
川
川
一
円
以
内

h
H
h
i
c
b同
J
1
以
内
へ
と
改
正
大
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
一
れ
を
受
け
取
る
資
金
管

月
日
体
は
以
前
は
数
に
制
限
が
な
》
3

た
の
も
と

（に

C
C
Uリ
川
什
＼
と
引
き
ト
け
ら
れ
た
一

川
刊
体
円
山
、
と
限
定

L
九
一
口
町
人
か
ら
の
寄
付
加
山
し
は
部
は
江
川
の

c
c
c
h斗
か
ら

叩一

法
律
施
行
か
ら
エ
J

仔
JAm－
、
仕
業
献
金
に
つ
レ
と
は
伶
v
け
す
る
r

厄
日
泣
尽
に
対
1
J
J
G
川出－叫ん

U本に：Lieιる政党ck；肯とお敗防止

一
川
副
会
ま

f
は
索
直
一
に
JJ
た
が
、
持
〈
立
制
ケ
引
き
？
ニ
げ
る
ほ
か
、

被
法
挙
権
が
停
止
す
る
た
め
立
依
捕
で
台

7d
いっ

一
れ
汁
慌
の
公
氏
権
け
V
H
ラノ

ス旦

!JU 

し
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l
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i
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叶
J

川山山川口ふ
L

、

l
J
l
l
 

つ

同
円
山
店
利
得
川
沿
U
A
む
心
制
定
ー
お
よ
ひ
改

L

人ヘ↑仁川
1
u
r
思
i

刊
王
手
、

l
i
J
J
T
i
p
i－r
l
v
 

務
建
設
i
入
国
の
交
え
収
賄
事
利
円
台
き
っ
か
け
戸

ゴ
U
O
O仏
L

ヘ
片
牛
尾
栄

ニ
ワ
コ
ロ
ヶ

一
月
に
成
r
v

ヨ
ト
つ
施
／
つ
さ
れ
た

こ
の
、
出
律
円
山
政
治
に
関
係
す
る
公
務
員
の
政
治
活
動
心
性
研
↓
己
点
目
し
て
制
定
さ
れ

し
、
一
ひ
っ
一
九
二
片

た
も
の
で
、
政
治
公
務
員
の
政
r
一
円
前
動
の
清
穣
潔
白
さ
を
緋
持
、
二
そ
れ
に
仇
っ
て
凶
民
の
政
治
に
対
ず
ゐ
わ
い
新
を
高
め
る
こ
と
を
巨

的
に
、
政
治
公
務
一
民
の
行
為
日
二
｛
一
ん
の
い
机
什
4

ノ
〆
一
世
ピ
ト
リ
る
こ
と
に
t

仏
っ
て
、
政
hr
山
系
等
が
地
位
ー
一
昨
、
利
川
町
〕
た
位
脱
行
為
で
利
刊
を
得
る
こ

、
）
を
林
市
山
止
3
Z
で
そ
ノ
と
1
v

た
の
で
あ
ゐ
υ



ヤ
」
心
必
心
情
格
は
次
心
一
也
r
り
で
会
一
る

衆
議
院
議
口
、
参
誌
院
議
長
三
一
は
地
刀
公
共
凶
い
の
議
会
設
ハ
R
h
f

首
長
つ
ま
り
公
臓

に
あ
る
も
の
は
、

凶
家
ι
山
地
刀
公
共
団
体
が
締
私
「
る
ム
デ
賀
、
笠
位
、
請
負
、
そ
の
他
心
契
約
ま
た
は
お
f
止
の
人
に
十

drる
行
政
ド
一
の

処
分
に
つ
い
C
の
詰
斗
止
を
受
け

そ
心
桜
山
糾
…
ι
基
づ
く
M
U
V

響
力
J
p
h使、
ι

公
務
員
二
職
品
川
仁
の
行
r片
付
を
行
わ
せ
た
れ

よ
ι

山ヤ｝、也、
1
4
1

L
t
／
ノ
品
4

ぜ
な
ト
ヮ
た
り
ず
る
ミ
と
の
な
い
よ
う
に
於
泊
し
た
こ
と
に
よ
ゐ
い
い
蛇
と
、
二
l

～
財
単
上
の
利
泣
ー
を
以
受
、
ぱ
台
時
は
公
務
一
目
的
旋
利
但
片
山
川

と方
v

て
処
罰
、
J

、
そ
の
法
定
刑
は
一
年
以
下
の
懲
役
い
す
る
つ

ま
た
同
会
設
一
一
の
公
設
日
世
主
い
に
よ
る
件
続
引
何

r関
〕
て
ば
譲
れ

一
一
刊
以
i
の
懲
役
ピ
ず
る
」

公
駄
に
あ
る
読
ま
に
は
公
一
試
一
一
辛
口
予
、

日
不
ま
た
は
地
方
公
共
川
件

か
資
本
会
の
υ円以
l
A資ー
ν

て
い
る
庁
、
人
が
締
結
」
1
J

る
一
川
史
、

桂
い
同
情
、
諸
負
そ
の
他
の
ん
子
、
約
に
閑
L
て
f
d
t
j
H人
心
的
J

刑
ま
ん
｝
は
戦
け
れ

に
汁
し
と
斡
位
行
為
の
ほ
捌
と
し
て
川
町
序
ト
心
初
日
サ
か
げ
↑
収
受
）
〆
ト
、
場
合
も
刊
の
込
山
訓
を
一
α
ノ
る
。
④

一
方
公
織
に
あ
る
苫
ま
た
は
公

設
山
知
書
に
対
し
て
一
り
｝
出
店
の
持
続
行
局
の
ほ
酬
と
し
て
列
益
を
此
じ
J
L
九
一
者
は
列
，
什
供
斗
ふ
可
で
処
却
し
、
ー
の
法
定
刑
ば
年
以
て
の

i
c万
円
以
下
の
部
’
主
と
す
る
（

こ
の
件
波
利
行
処
罰
法
は
i

口
氏
党
’
社
余
叶
iH
・
新
党
さ
さ
か
、
げ
に
よ
る
一
？
兄
見
山
攻
権
の
J

問
壌
の
契
機
す
捻

R
1わ
と
知
ら
一
れ
r
L

お

問
、
一
一

C
C
C
Jぃ
f

ハ
川
月
末
巾
出
栄
一
前
建
設
大
同
が
受
託
収
始
時
J

で
逮
抗
さ
れ
、

党
の
市
お
い
ど
2

ド
え
え
が
受
け
入
れ
る
形
で
川
出
ん
H

に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
わ

同
甲
山
戸
北
一
引
の
批
判
い
が
一
両
足
コ
P
J
の
吉
背
景
に
、

こ
の

U
は
小
充
分
な
伝
1
ぐ
い
う
批
判
も
め
っ
と
が
、

L
T
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
「
私
設
秘
占
は
公
校
貝
て
は
な
い
」

2
い

V
一
下
振
」
よ
っ
て
処
罰
の
達
川
市
川
象
に
私
設
秘
者
い
わ
八
己
主

れ
な
’
P

っ
た
こ
1

／
で
あ
る
r

ま
に
、
玲
パ
絞
利
作
用
罪
ど
構
成
す
る
安
打
と
し
て
「
請
託
の
一
出
切
」
が
入
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
犯
r
J
で
の

v

次
か
、
り
次
＼
と
党
覚
、
了
人
民
÷
u
u
h
の
鹿
河
、
内
U

什
門
店
の
加
藤
、
井
上
、
鈴
K
J抗
日
の
秘
古
ゃ
引
部
4

宝
い
に
、
。
る

日
必
の
ヂ
祥
事

一
八
九
円
パ
君
主
に
対
寸
る
仲
介
・
紹
介
）

は
、
い
の
問
題
な
門
び
＼
J
m仲
L

り
に
し
た
c

そ
も
そ
も
抜
け
近
の
多
か
つ
だ
ニ
の
去
に
対
1

）
て
野
川
ん
の
改
』
案
で
は
、
処
罰
対
象
を
「
私
設
住
書
、
制
、
配
偶
占
有
、
了
f
弘
、
兄
姉

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ sv: pきづ：：：OOc.11 
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J

一
妹

に
い
払
十
九
し
、
請
託
れ
い
り
説
明
む
安
作
ど
除
一
さ
、
事
什
！
V
川J
を
容
易
に
し

l
う
と
し
た

に
対
し
て
つ
党
案
で
は
、
処
川
副
対
如
水

の
範
囚
拡
大
は
1

私
ぷ
秘
主
川
」

ま
で
に
し
、
「
持
綻
刊
持
処
出
げ
い
が
強
化
さ
れ
る
と
、

ヨ
常
心
政
治
川
一
助
門
戸
の
も
の
が
で
き
な
く
な
る
」

と
公
一
口
す
る
は
え
党
議
員
を
庁
七
に
「
お
託
の
一
広
明
を
、
前
成
要
医
に
浅
’
r
p
h

？
と

白
川
え
公
明
・
保
守
l
J
党
一
一
党
は
京
議
院

ぶ
会
誌
で
与
え
案
内
と
瓜
案
通
り
可
決
オ
る
方
針
を
凶
め
、

二
口
〈
門
戸
司
七
月

九
i
山
手
議
院
ぶ
ム
バ
」
束
力
、
与
え
案
通
り
可
決
・
投
？
げ
さ
れ

丈J 

政
p

泊
腐
敗
〉
山
明
敗
防
の
関
係

辺
地
や
政
治
資
金
規
正
法
泣
反
与
の
政
治
縞
敗
が
問
茂
こ
な
令
官
又
に
、

吐
命
と
は
政
円
山
リ
制
点
の
確
止
が
叫
ば
れ
る
。
1

v

か
し
、

応
敗
は
、
ふ
γ
を
そ
け
取
る
側
心
政
治
家
お
よ
び
官
僚
、
そ

L
でふ
γ
を
川
ず
仰
の
業
者
、

w

れ
h
，
の
人
、
々
円
、
心
情
え
や
治
刈
心
開
決
↑
ど
は

な
；
凪
八
畑
、
政
治
家
や
経
常
持
－
4
設
も
が
よ
り
、
主
し
、
人
間
に
J

ぼ
れ
ば
、
レ
柑
敗
は
な
く
な
る
J

に
ろ
う
小
、
改
革
の
方
八
止
や
論
議
す
会

？と

ん
住
ん
者
ゃ
い

γれ
に
別
ぃ
益
吉
ぷ
め
T
L
析
が
る
人
々
の
内
向
を
改
心
［
ょ
う
と
す
る
の
は
、

4
J
と
J
h
H
井
川
空
手
、
町
店
発
想
と
レ
わ
さ

U本に：Lieιる政党ck；肯とお敗防止

る
を
杭
y

よ
＼
ま
に
、
〈
下
士
送
る
側
も
刊
貝
う
慨
も
、
会
社
の
業
訟
を
引
き
十
け
る
と
か
、
次
の
選
挙
亡
ψ
l
選
し
て
孜
治
家
、
ζ
l
亡
の
ん

吉
松
山
れ
る
か
「
い
っ
た
谷
々

て
ト
入
会
7
d
利
訴
を
も
た
ら
す
と
判
断
す
る
子
ら
ミ
そ
店
主
政
っ
て
ま
で
も
全

い
換
え
れ
ば
、
以
治
腐
波
の
当
事
長
は
多
少
以
悔
恨
的
と
は
い
え
、
仕
切
ら
な
り
の
絞
混
と
杭
得
勘

定
の
う
え
で
、
川
崎
一
汁
い
な
主
の
や
り
と
の
な

d
る
と
い
よ
ノ
こ
と
に
注
は
け
す
る
必
長
が
あ
る
U

の
取
竹
川
台
一
ピ
行
う
の
で
め
る
ハ

ま
ー
に
、
政
治
腐
致
等
（
山
ス
キ
セ
ン
ダ
ル
で
白
民
党
が
抑
制
地
に
氾
い
ー
治
ま
れ

f
時
、
は
民
党
は
姿
勢
を
改
め
る
と
般
市
な
誓
を
繰
り
出

、
ザ
て
き
た
C

1

政
治
倫
理
は
針
党
が
よ
く
振
り
緊
す
ラ
点
γ

と
な
り
、

は
こ
の
口
壊
が
欠
か
さ
ず
と
い
コ
て
い
い
ほ
ど

入

7γ
～c
、）か
7

し
、
そ
れ
も
具
体
的
な
政
治
改
革
こ

、
と
は
ほ
と
ん
P
な
か
っ
た
c

売
品
川
〕
た
湿
り
、
巡
挙
川
市
助
ゃ
政
治
資

会
を
規
制
ず
る
J
H仰
い
い
に
若
の
修
け
は
山
え
り
れ
た
が
、
内
民
党
は
小
選
v
ケ
ド
制
界
人
を
ム
パ
エ
じ
抜
本
的
な
選
挙
制
反
改
革
を
刈
一
時
に
字
、

ψ
ヘム円

1
7
i
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栓
ず
る
も
む
で
な
i

い
れ
ば

本
栴
的
H
M
改
L
に
は
1
L
U

じ
ら
れ
な
い
と
し

臨
ん
え
の
裟
ぷ
・
追
及
か
一
段
し
マ
き
た
F

、
政
治
協
敗

は
政
桜
交
代

ωた
さ
れ
な
い
、
臼
民
党
の
叉
刻
政
権
と
い
う
条
件
下
て
の
一
み
叫
へ
目
だ
っ
た
、
と
い
う
メ
J

え
十
可
能
に
き
刊
一
る
一
し
か
し

七（
U
』
代
の
以
十
ば
正
牛
防
い
川
刊
と
円
て
の
周
辺
で
起
勺
た

み

才L

;iJ 
1;G 
-,1-
却

よ託

制l
τρ 

刀J
;/ _ _ , 
iL 
f応
め

c') 

tわ

る
1：，）（，人｛去：；1: ''i (.j .j16) 99［＇ロQO,

出
の
小
と
お
竹
之
流
れ
が
少
し
Jrメ
コ
に
｝
じ
凶
u
t

以
降
、
不
ム
ャ
～
分
な
政
治
資
全

規
制
と
時
PK防
t
H向
で
は
あ
っ
た
ち
の
の
、

政
れ
昨
崎
山
川
宅
件
が
発
片
す
る
と
、

ま？
7
1
腐
敗
の
総
和
に
も
人
き
た
変
化
が
感
乙
り
れ
る
戸

日
ゾ
キ
ド
門
J
件
を
給
め
、
時
伐
の
大
川
？
の
事
件
は
尚
早
妾
ポ
ス
ト
ケ
あ
る

人
物
が
そ
の
泡
付
を
利
用
、
て
特
定
企
業
に
利
バ
を
↑
7
え
、
そ
の
反
対
給
付
こ
し
て
多
績
の
リ
ベ
卜
や
政
治
資
金
を
受
け
伐
っ
て
し
、

い
う
従
者
J
V
一
め
ぐ
っ
て
究
生
し
ん
J

辺
ぺ

丸
八
八

1
に八
t
u見
ー
に
j
ク
ル
ト
事
件
は
そ
れ
ま
で
の
政
治
ス
キ
ャ
〆
ダ
ル
と
ほ
れ
が
ほ
っ
て
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ク
ル
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中
件
は
敦
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減
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一
h
恰
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の
ぶ
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手
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弘
大
の
た
め
ヨ
吐
い
山
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ん
の
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力
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野
党
三
守
抗
日
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ノ
ま
J
小

h
リ

凶
界

マ
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コ
ミ
等
の
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む
の
未
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明
株
を
ば
ら
撒
い
た
り
献
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L
J
J
h
H
L
r
人
事
件
で
、

現
金

η
ー
ロ
桜
山
村
受
で
は
な
い
、

悩
格
？
に
H
升
む
確
長
な
未
公
庇
梓
ゅ
の
以
治
家
へ
の
譲
渡
は
、
内
民
党
の
～
門
的
、
実
ん
者
か
ら
将
来
性
の
あ
る
中
堅
の
議
員
三
で
を
対
象
1
Y
L

し
と
お
り
、
そ
の
規
砂
、
と
υ山
さ
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ど
れ
ま
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の
せ
一
治
腐
敗
宇
件
で
は
例
を
日
八
九
ハ
ゆ
い
も
の
で
あ
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こ
c

リ
ク
ル

l
k
事
件
ど
一
さ
つ

に
吹
き
始
め
え
政
治
改
革
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u

慌
の
中
立
口
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巧
が
政
桧
か
ら
退
き
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作
什
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υ一
政
権
一
人
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て
、
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げ
は
リ
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川
刊
つ
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来
日
M
1
4
L
た
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敗
坊
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に
関
す
る
法
律
が
J

「
1人
え
長
期
は
い
張
む
ド
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で
は
制
定
で
き
な
か
っ
た
の
を
前

叫
に
す
る
な
ら
ば

日
平
日
比
政
権
で
な
い
、
比
べ
け
T

人
川
問
中
立
政
権
で
あ
っ
と
か
ら
立
政
ム
仁
改
邑
悶
速
の
川
つ
の
汁
い
実
心
成
立
が
川
能
で

あ
っ
た
と
見
る
、
ど
」
も
で
き
る
）
し
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し
、
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民
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が
政
権
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復
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す
る
や
、
、
ー
し
た
改
革
ー
に
も
か
か
わ
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ず
、
小
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了
昨
崎
r乱
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疑
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引
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九

L
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け
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ま
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、
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日
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助
成
法
九
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つ
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政
党
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い
念
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政
治
資
金
荒
止
法
の
改
正
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で
り
令
系
‘
団
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以
へ
て
を
削

、
ム
品
川
に
；
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政
治
資
金
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一
一
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い
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い
は
掛
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い
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げ
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政
治
資
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パ
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収
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業
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八
三
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が
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わ
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収
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＼
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政
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、
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瞭
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、
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献
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さ
れ
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収
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ソ
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、

ー「

7

ノこ

こ
乃
ソ
佐
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↓
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、
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問
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＼
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付
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よ
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蛇
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台
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仁
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叶
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仰
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仏
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司
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本
一
柄
は
ヨ
不
の
政
計
腐
敗
が
利
話
政
治
と
関
連
し
て
い
る
と
い
う
ん
日
記
の
下
、

腐
敗
防
fH
心
に
め
の
削
肢
的
変
化
に
と
包
と
ハ

－
U
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散
の

fw相
、
ふ
い
変
化
し
て
い
る
の
で
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な
い
か
と
い
う
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分
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、
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か
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ま
だ
ヌ
ゴ
HU聞
な
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り
な
い
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て
い
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行
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治
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／
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／
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れ
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追
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古
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検
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反
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双
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と
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－
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、
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と
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；
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仏
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